
   

 

第３３回学長定例記者会見 お知らせ事項１            

                                        

平成２４年９月２６日 

 

東日本大震災における広島大学の対応について   

 

 

第３２回学長定例記者会見（平成２４年８月２９日）以降、広島大学が対

応した内容を下記のとおり報告いたします。（詳細は、大学ＨＰをご覧くださ

い。） 

  本学は、地震により被災された皆様に対して、引き続き、できうる限り  

の支援を行う所存です。 

   

              記 

 

１．医療活動支援関係について 

 

 （１）「三次被ばく医療機関」としての広島大学の活動について  

 

○ 緊急被ばく医療チームを編成し、福島県へ連続派遣。 

     平成２３年３月１２日（土）第１班を派遣し、平成２４年９月２６

日（水）現在までに３７班、延べ１，３０１人を派遣しています。  

基本チーム構成は、医師２人（うち１人は救急医）、診療放射線技師

１人、看護師１人、事務職員２人の計６人で、第１３班（平成２３年

４月２８日出発）以降は一旦、３人体制としましたが、第１９班（平

成２３年５月２０日出発）から３～１１人体制とし、一時帰宅に伴う

スクリーニングに対応するとともに、平成２３年 7 月からは福島第一

原発内に設置の「救急医療室」への救急医の派遣も行っており、平成

２３年１１月からは、看護師も順次派遣しています。     

 

  ○神谷緊急被ばく対策委員会委員長による「原子力災害における放射線の

健康影響」等の講演（平成 24 年 8 月 31 日現在） 

    

 ・福島県における講演（41 回，約 9,900） 

     （委員長代理（細井教授）実施分（2 回，約 1,100 人）を含む。） 

 

    ・福島県以外での講演（42 回，約 11,100 人） 

 

 

 

  【本件に関するお問い合わせ先】 

   財務・総務室 総務グループリーダー 山根  

    TEL：082－424－6011 FAX:082-424-6020 

 


